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4 ○ ○ ○
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6 ○ ○ ○
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9 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

3 ○ ○ ○

言語・社会をキーワードとした他者への視点の獲得

論理構成や評論文特有の語句の把握分かち合う社会

総合的に評価します。

全てを説明し尽くさない日本文化の特質、空白の美の考察

論理構成や評論文特有の語句の把握

作品のモチーフ、登場人物の心情の洞察

社会を切り取る視点の理解

論理構成や評論文特有の語句の把握

詩語と詩的表現についての理解と味読

作者の心情・思想への共感・異和の言表

学習内容

家族化するペット

樹下の二人

プリントの活用

評論（一） 授業での発言、発表、協働

ミロのヴィーナス

対話の精神

小テスト、定期考査

重点評価事項(資質・能力)

基盤的学力 文章を読み解き、対話により意見や考えを他者と交わすことができる。
問題発見・解決能力
情報活用能力
主体的判断能力

協働力
自律力
実践力

自己認識力

問いを立て、解決に向かうことができる。
情報を活用し、問題発見・解決や自分の考えの形成に役立てることができる。
物事を多面的に吟味し、主体的に判断・行動することができる。
他者を尊重し、協働することができる。
規範意識をもって自律的に行動することができる。
自ら考えて行動し実践することができる。
自分の思考を客観的に捉えることができる。

単元（題材）の評価基準大単元

以上の観点をふまえ、

Ⅰ

近代の文章 漫罵

たけくらべ

小論文を書こう豊かな言語活動のために

コミュニティから見た日本

食べ物を「はかる」

科学の現在を問う

山椒魚

巨人の接待

評論（六）

小説（三）

永訣の朝

I was born

世界は、いま――「多文化世界」の構築

生命情報・社会情報・機械情報

こころ

こころ

敬語への自覚、他者への自覚

作品のモチーフ、登場人物の心情・行動への共感・異和の言表

題名に込められたものの考察、作者・背景についての知識の習得

グローバルとローカルをキーワードとした世界観の理解

論理構成や評論文特有の語句の把握

擬古文を読むための知識の習得

作品のモチーフ、登場人物の心情の洞察

小論文の構成法、原稿用紙の書き方の習得

人間と科学との関係についての省察

論理構成や評論文特有の語句の把握

評論（五）

評論（四） 「考える葦」であり続ける

さまざまな「こころの交流」のあり方の考察

作品のモチーフ、登場人物の心情の洞察

社会を切り取る視点の理解

論理構成や評論文特有の語句の把握

小説（二）

２年

育成を目指す資質・能力の評価内容

評論（三）

詩

小説（一）

評論（二）

蟬頃

竹

山月記

豊かさとつながり

学
習
目
標

未定

評価方法単元（題材）

担
当
者
か
ら

学習活動の流れや軸となることを整理したプリントに沿って学習活動をします。ノートは必ずしも要しません。各自工夫してノートを作成することは学習活動とし
て大切ですが、ノート作成を前提とした板書は行いませんので留意してください。

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

使用教科書

教科 科目

現代文B

学
習
方
法

2 必修科目

月

学
習
評
価

種別 年次

担当者

単位数

国 語 科

授業において、文章を的確に理解し、自分の考えや意見などを文章で表現する。

漢字や語句の意味などを予習・復習し、正しく使用する知識を身につける。

育成を目指す資質・能力

国語


